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新年明けましておめ
でとうございます。謹
んで新春のご挨拶を申
し上げます。会員の皆
様方におかれましては、
新しい年を健やかに恙

無くお迎えのことと、心よりお慶び申し上
げます。
旧年中は、当協会を支えていただいてい
る関係行政機関、諸団体並びに会員事業場の
皆様には格別のご理解とご協力を賜り、お陰
様で円滑に諸活動を運営することが出来まし
た。本年も変わらぬご指導ご支援を賜ります
よう、よろしくお願い申し上げます。
さて昨年、海外では米国大統領選挙でト
ランプ氏が当選を果たし、韓国では尹大統
領の非常戒厳宣布と以降の政局混迷、といっ
た日本と繋がりの深い国の政治が大きく変
わろうとする出来事がありました。またロ
シアとウクライナや中東での争乱は収束の
見通しが立たない状況です。国内において
も、元旦に発生した能登半島地震は衝撃的
なニュースでした。防災の重要性を再認識
された方も多かったかと思います。丁度一
年となる中、被災された方々が一刻も早く
日常の生活を取り戻すことを願って止みま
せん。一方、明るい話題としてはパリオリ
ンピックでの日本勢の躍進が挙げられます。
金メダル数20個とメダル総数45個は海外開
催のオリンピックでの歴代最多でした。そ
してメジャーリーグでの大谷選手の大活躍
もあり、スポーツの価値や人の心に与える
プラス影響を強く感じた次第です。皆様方
はどんなニュースが心に残りましたでしょ
うか？
今年は大阪・関西万博の開催年です。55
年前の大阪万博は微かな記憶ですが、膨大

な来場者で会場が埋め尽くされ、日本の活
気漲る時代を象徴するイベントだったこと
を思い出します。テーマは「人類の進歩と調
和」でした。当時展示され、その後に普及し
たものとして、ワイヤレステレホン（携帯電
話）、電気自動車、動く歩道、電波時計があり、
経済効果は約4兆9,500億円だったとのこと。
やはり時代を変えるためにはイノベーショ
ンが不可欠です。2025年万博のテーマは「い
のち輝く未来社会のデザイン」。サイバー空
間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）
を高度に融合させたシステムにより、経済
発展と社会的課題（SDGs）の解決を両立する
世界の実現です。
今年の干支「巳（へび）」はこのような変革
を期待するにぴったりの年です。脱皮によ
る再生や変化の意味を持つため「転換の年」
「物事が大きく進展する年」として知られて
います。そして古くから巳年は新しい可能
性が開ける年と信じられ、発展や飛躍が期
待されるとも言われています。この干支の
御利益を追い風に、大阪・関西万博が日本
経済復活のターニングポイントになること
を切に願っているところです。
最後になりますが、神戸東労働基準協会
は「安全・健康職場作りと働き方改革の推進
を応援します！」をスローガンとし、兵庫労
働局、神戸東労働基準監督署並びに兵庫労
働基準連合会よりご指導ご鞭撻を賜りなが
ら、会員の皆様方の安全衛生活動へのご支
援をさせていただく所存でございます。今
後とも頂戴するご意見ご要望を大切にしな
がら、ニーズに合った諸活動を展開してい
きますので、お力添えいただけますと幸い
です。会員事業場のますますのご発展と会
員の皆様方の息災をお祈り申し上げ、年頭
のご挨拶とさせていただきます。ご安全に。

神戸東労働基準協会長

辰己　典弘

「新年のご挨拶」「新年のご挨拶」
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総務部会
左から右へ

中野裕太

冨永祐二

川本大介 部会長

辰己典弘 会長

山脇鉄平 総務部長

岩森勝弘

安全衛生部会
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末松徹也 桃谷仁 労務部長

冨永武志 左手巧 部会長

岩下健二 辰己典弘 会長

伊原広和

山本辰矢
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安全衛生部会長　石川　政澄（㈱神戸製鋼所神戸線条工場）
新年あけましておめでとうございます。会員各社の皆様方におかれましては、健やかに新春をお迎えのこと
とお慶び申し上げます。旧年中は、皆様のご支援・ご協力のおかげをもちまして、安全衛生部会も予定通りの
活動を行うことができました。厚く御礼申し上げます。
本年は「巳年」です。「巳」は、神様の使いとして大切にされてきた動物で、脱皮を繰り返すことから不老不
死のシンボルとされているそうです。昨今の先行き不透明・不確実な環境下だからこそ、柔軟かつ的確に変化・
発展できる年にしていきたいと思います。
さて、2024年の神戸東管内の労働災害による死傷者数（休業4日以上・10月末現在）は、前年比＋59名と増
加しております。特に、型別として「転倒」が引続き最も多く、すべての業種に共通する課題となっております。
安全衛生部会としましては、会員各社様にとって、災害発生防止や職場環境改善に資する有意義な情報のタイ
ムリーな発信や研修開催等による啓発活動に継続して注力してまいりたいと思いますので、宜しくお願い申し
上げます。
最後になりましたが、会員各社皆様方のご発展とご健勝を心より祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせて頂き
ます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。ご安全に！

総務部会長　川本　大介（㈱みなと銀行）
新年あけましておめでとうございます。謹んで新春のご挨拶を申し上げます。
会員各社の皆さま方におかれましては、希望に満ちた新春を健やかにお迎えのことと心よりお慶び申し上げ
ます。また、旧年中は当協会並びに総務部会の運営に対する皆さま方のご支援、ご協力に厚くお礼申し上げます。
本年も引き続きご協力賜りますよう、よろしくお願いいたします。
本年は十二支でいう「巳年」、干支は「乙巳（きのと・み）」です。「努力を重ね、物事を安定させていく」とい
う意味合いを持つ年とされています。穏やかで平和を願いつつ、皆さま方のこれまでの努力が花を咲かせ、物
事が着実に進展し更なる成長を遂げる一年になることを期待いたします。
総務部会としましては、当協会の安定運営に向けて、会員サービスの強化、新規会員の獲得、収益基盤の強
化等を図っていくとともに、機関誌「風見鶏」の発行を通じて、会員各社の労務・安全衛生・健康管理の向上等
に少しでもお役に立てるよう、有益な情報発信に努めて参ります。
なお、新年祈願祭につきましては、本年1月15日（水）に通常どおり開催し皆さま方の安全と健康を祈願させ
ていただきます。
最後になりましたが、会員各社の皆さま方のご発展とご健勝を祈念申し上げ、年頭の挨拶とさせていただき
ます。ご安全に！ご健康に！

労務部会長　左手　巧（㈱阪急阪神百貨店）
新年あけましておめでとうございます。会員各社の皆様方におかれましては、健やかな新年をお迎えのこと
と、心よりお慶び申しあげます。昨年度は各会員各社のご協力はもとより、神戸東労働基準監督署様をはじめ、
関係官庁、諸団体様のご協力により、事業計画を滞りなく進めてこられましたこと、重ねて御礼申しあげます。
2025年の干支は「乙巳（きのとみ）」、「成長の途中」と「内なる変化」を意味する干支のようです。2025年は、
柔軟に適応しながら、蛇のように着実に進化し続ける年にしてまいりたいと思います。
本年は、阪神淡路大震災から30年という節目の年です。あの未曾有の災害から学んだ教訓を改めて振り返り、
防災や危機管理の重要性を再認識する機会としたいと考えております。安全で強靭な職場環境を構築するため
には、過去の経験を活かし、未来を見据えた取り組みを続けることが不可欠です。
また、大阪・関西万博が開催される2025年は、日本全体が新たな挑戦と機会に溢れる年でもあります。多様
な文化や技術が交わるこの場を契機に、地域社会と企業のつながりをより一層強化し、持続可能な発展を目指
していくことが求められるでしょう。
2025年を迎えるにあたり、私たち神戸東労働基準協会は、これまでの活動を土台に、更なる安全衛生対策の
推進と働きやすい職場環境づくりに尽力してまいります。引き続き、会員各社の皆様とともに福祉の向上と産
業の健全な発展に寄与する取り組みを推進し、労務部会では法整備の一助となるべく、タイムリーに情報提供
や労務関係の知識を深め、より良い社会の実現に貢献していきたいと考えております。
最後になりましたが、本年が皆様方にとって健やかで実り多い一年となりますことを心よりお祈り申しあげ
ます。本年もどうぞよろしくお願い申しあげます。ご安全に！
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新年のご挨拶

あけましておめでとうございます。
神戸東労働基準協会並びに会員事業場の
皆様におかれましては、心穏やかに新年を
迎えられましたこととお慶び申し上げます。
皆様には、旧年中は神戸東労働基準監督
署の行政運営に多大なるご協力をいただき
ましたことを心から御礼申し上げます。
本年も引き続きよろしくお願いします。
さて、平成31年4月1日から順次、働き方
改革関連法が施行され、間もなく6年になろ
うとしており、昨年4月1日からは、建設業
等適用除外業種・業務にも時間外労働の上
限規制が適用となりました。
この6年間で、社会に働き方改革関連法が
広く周知され、長時間労働を抑制し、過労
死等を防止する機運が高まってきていると
感じています。
「令和6年版過労死等防止対策白書」によ
りますと、週労働時間60時間以上の雇用者
の割合は、令和元年が6.4%で、令和5年は5.0%
に減少し、平成15年の12.2%からは半減し
ています。また、年次有給休暇の取得率も8
年連続で上昇し、令和4年には62.1%となり
ました。
これらの成果につきましては、会員事業
場の皆様を含め各事業場及び関係労使団体
等のご努力によるものかと思っております。
しかしながら、令和5年度における全国
の労災補償請求に関しましては、脳・心臓
疾患による支給決定件数が200件を超えて
おり、その中には長時間労働を起因とする
事案も多くあります。また、同じく精神障
害による支給決定件数も900件近くとなり、
近年は様々な要因から、仕事への悩みや職
業生活に強いストレスを感じている労働者
の割合が高くなっていると言われています。
このような状況を改善するため、同大綱
が変更され、上限規制の遵守徹底、過労死
等再発防止指導及びフリーランス対策など
の取り組みをより推進していくこととなり
ました。
皆様におかれましては、既に十分な取り
組みを行っておられるかと思いますが、本
年も働き方改革の更なる取り組みをお願い

申し上げます。
労働行政の重要課題は、引き続き賃金引
き上げへの支援になります。兵庫労働局に
おいては、令和7年も賃金の引き上げに向け
た環境整備に努め、各種支援制度をご案内
させていただきますので、ご活用をご検討
願います。
兵庫県最低賃金は、令和6年10月1日から
時間額1,052円に改定されています。神戸東
署では、これからも最低賃金の履行状況を
確認させていただきますが、皆様におかれ
ましても、改定された最低賃金額について
確認いただきますようお願いします。
令和6年の労働災害発生状況ですが、残念
ながら、神戸東署管内の死傷災害は、10月
末時点の速報値で約20%増加しており、誠
に憂慮すべき事態です。死亡災害も、令和6
年10月までに2名の方がお亡くなりになり、
前年1年間と同数となっています。
このような死亡災害は何としても根絶し、
休業災害を減少させる必要があります。兵
庫労働局では、死亡災害の増加を食い止め
るため「兵庫死亡労働災害根絶運動」を実施
中です。神戸東署においては、引き続き第
14次労働災害防止計画を確実に推進すると
ともに、各団体の方々とこの根絶運動を展
開し、労働災害防止を図ってまいります。
機会あるごとに申し上げていますが、災
害はわずかな気の緩みを衝いて発生するも
のです。まずは今日一日の安全と無事を、
次に今月の、そして新しい年を通じての安
全と無事を目指して、基本動作を順守し、
より安全で健康的な職場環境を構築してい
ただければと思います。
令和7年も、当署におきましては、職場の
安全と健康の確保を図るため労働基準行政
を的確に推進してまいりますので、皆様に
は、今年も当行政にご協力をいただきます
ようお願い申し上げます。
最後になりましたが、令和7年が神戸東労
働基準協会の会員事業場及び事務局の皆様
そして全ての働く方にとりまして、より良
い年になりますよう祈念しまして、新年の
ご挨拶とさせていただきます。

神戸東労働基準監督署

署長　後藤　誠
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監督署だより監督署だより
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以下は、「厚生労働省人事労務マガジン定例170号」からの転載になります。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 「改正育児・介護休業法」の省令・指針を公布、公示しました
令和7年4月、10月に段階的に施行されます
今年5月に改正した「育児・介護休業法」の令和7年4月1日および10月1日施行分の省令、
指針を公布、告示しました。
企業の皆さまは、就業規則等の見直しをお願いします。 
詳細は、厚生労働省ウェブサイト等でご確認ください。 

改正のポイントは以下のとおりです。

■令和7年4月1日施行（全企業対象） 
・所定労働時間の制限（残業免除）の対象を小学校就学前の子を養育する労働者に拡大
・3歳に満たない子を養育する労働者の育児のためのテレワーク導入を努力義務化 
・�子の看護休暇の見直し（対象範囲を小学校3年生修了までに拡大、継続雇用6か月未満の

労 働者を労使協定の締結により除外する規定を撤廃） 
・�介護離職防止のための個別の周知・意向確認、 雇用環境整備等の措置を事業主に義務付け 

※子の看護休暇の取得事由の追加、個別の周知・意向確認の方法や周知事項等を省令で定
めました。

■令和7年10月1日施行（全企業対象）
・�柔軟な働き方を実現するための措置等を事業主に義務付け ※措置の具体的内容、措置の

個別周知・意向確認の方法等を省令で定めました。
・�妊娠・出産の申出時や子が3歳になる前の、労働者の仕事と育児の両立に関する個別の意

向聴取・配慮を事業主に義務付け 
※個別の意向聴取の時期・内容や配慮の例等を省令で定めました。 

■令和7年4月1日（従業員300人超企業対象） 
・�育児休業等の取得状況の公表義務を、常時雇用する労働者数が300人超の事業主に拡大 
（現行では1,000人超の事業主が公表義務の対象） 

また、都道府県労働局雇用環境・均等部（室）では、仕事と育児・介護両立支援制度等に関
する相談窓口の設置や説明会の開催を予定していますので、ぜひご活用ください。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

事務局から
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■ 令和6年度 第2回 理事会 開催報告
令和6年11月7日、中央区文化センターにて、標記理事会を開催し、理事31名、幹事1名が出席し、

神戸東労働基準監督署から後藤署長、他幹部職員3名の臨席をいただきました。議案は、

1　令和6年度上期事業報告及び下期事業計画

2　令和6年度上期収支報告及び下期見込

になり、辰巳協会長を議長に選出し、部会・事

務局から各議案を報告し、審議の結果、2議案と

もに承認されました。

年度末に向け、年間事業計画の完全実施、収

支改善、サービス向上に引き続き努めてまいり

ます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 令和6年度 労務部会 第2回 労務管理研修会のお知らせ
標記研修会を開催します。詳細は同封の案内を参照願います。

テーマ	 「これからの高齢者雇用のポイント」

	 70歳までの就業確保措置、高齢者雇用の好事例、労働災害防止等

講　師	 社会保険労務士　団 秀樹 氏　　＊（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構 

	 兵庫支部の「70歳雇用推進プランナー」としてご活躍の方になります。

日　時	 令和7年2月26日（水）　15：00～16：30頃

会　場	 神戸市立中央区文化センター　10階　1001+1002号室

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 出張講習のご案内
平素は、当協会主催の講習等をご利用いただき有難うございます。

当協会では、会員のご要望により出張講習も承りますので、お気軽に事務局までお問い合わ

せください。以下の講習等が対応可能になります。

特別教育：酸欠、粉じん、足場、石綿、フルハーネス、テールゲートリフター等

その他　：�雇入時安全衛生教育、化学物質管理者（６時間）、職長・安全衛生責任者（製造業

向け）、職長・安全衛生責任者能力向上（同）、リスクアセスメント、危険予知訓練、

フォークリフト運転業務従事者安全衛生教育

開催条件・受講料等の詳細は、当協会HPトップページ「講習・教育・研修会」▷「特別教育」

▷「出張講習のご案内」を参照願います。
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編集後記編集後記
新年あけましておめでとうございます。新年あけましておめでとうございます。
旧年中は、会員の皆様のご支援・ご協力を賜り、誠に有難うございました。旧年中は、会員の皆様のご支援・ご協力を賜り、誠に有難うございました。
本年も引き続き、有益な情報提供、研修開催等、協会活動の更なる充実に努本年も引き続き、有益な情報提供、研修開催等、協会活動の更なる充実に努
めて参ります。何卒宜しくお願い致します。めて参ります。何卒宜しくお願い致します。
12月号でご案内のとおり、１月15日午後には、新年祈願祭、神戸東地区安12月号でご案内のとおり、１月15日午後には、新年祈願祭、神戸東地区安
全衛生大会を開催します。年も改まり新たな気持ちで、無災害継続、安全衛全衛生大会を開催します。年も改まり新たな気持ちで、無災害継続、安全衛
生への取組みを始めましょう。多数ご参加いただきますようお願いします。生への取組みを始めましょう。多数ご参加いただきますようお願いします。

令和7年1～2月度の技能講習などの予定です。
詳細は、当協会HP（https：//kobehigashi.com）をご参照ください。
技能講習等は、長年の実績を有する当協会主催の技能講習等を是非ご利用ください。

実施実施
機関機関 講 習 名講 習 名 実 施 月 日実 施 月 日 会 場会 場 受講料受講料

（1名につき）（1名につき）
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フォークリフト運転技能講習
1月8・9日 ㈱神戸製鋼所神戸線条工場 コミュニティセンター

34,650～37,950円
1月11・12・13日 ㈱神戸港国際流通センター

ガス溶接技能講習 1月24・25日 ㈱神戸製鋼所神戸線条工場 コミュニティセンター 14,080円
金属アーク溶接等作業主任者限定技能講習 1月30日 神戸東労働基準協会 研修室 12,870円
安全衛生推進者養成講習

2月4日 ㈱神戸製鋼所神戸線条工場 コミュニティセンター
14,630円

衛生推進者養成講習 10,230円

玉掛け技能講習
2月19・20日 神戸東労働基準協会 研修室

21,230～23,430円
2月22日 ㈱神戸製鋼所 神戸線条工場 

高所作業車運転技能講習
2月26日・27日 神戸東労働基準協会 研修室

37,334～40,634円
3月1日 川崎重工業㈱神戸工場
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東
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会

第一種衛生管理者受験準備講習（休日） 1月11・13日 兵庫県中央労働センター : 小ホール 26,400円
フォークリフト運転従事者安全衛生教育（再教育） 1月17日 神戸東労働基準協会 研修室 9,405～11,605円
職長教育

1月20・21日 ㈱神戸製鋼所神戸線条工場 コミュニティセンター
13,530～15,730円

職長・安全衛生責任者教育 17,050～19,250円
危険予知（KYT）訓練研修 1月22日 ㈱神戸製鋼所神戸線条工場 コミュニティセンター 8,030～10,230円
化学物質管理者講習（6H） 1月23日 ㈱神戸製鋼所神戸線条工場 コミュニティセンター 19,580～23,980円
自由研削用といし特別教育 1月28日 ㈱神戸製鋼所神戸線条工場 コミュニティセンター 9,020～11,220円
多業種交流会（スパコン富岳見学） 1月30日 理化学研究所計算科学研究センター 無料
酸素欠乏症防止特別教育 2月3日 神戸東労働基準協会 研修室 8,250～10,450円
テールゲートリフター特別教育 2月4日 港湾短大 神戸校 16,610～18,810円
職長教育

2月6・7日 ㈱神戸製鋼所神戸線条工場 コミュニティセンター
13,530～15,730円

職長・安全衛生責任者教育 17,050～19,250円
第一種衛生管理者受験準備講習（休日） 2月8・11日 兵庫県中央労働センター : 小ホール 26,400円
リスクアセスメント担当者研修会 2月12日 ㈱神戸製鋼所神戸線条工場 コミュニティセンター 10,230～12,430円
化学物質管理者講習（6H） 2月13日 神戸東労働基準協会 研修室 19,580～23,980円
保護具着用管理責任者教育 2月18日 神戸東労働基準協会 研修室 16,500～19,800円
第1種衛生管理者受験準備講習（平日）

2月21日 神戸東労働基準協会 研修室
23,100円

第2種衛生管理者受験準備講習（平日） 14,300円
フルハーネス特別教育 2月25日 ㈱神戸製鋼所神戸線条工場 コミュニティセンター 9,240～11,440円
ハラスメント相談担当者研修 2月25日 神戸市立中央区文化センター 5,500～6,050円
労務管理研修会（高齢者雇用） 2月26日 神戸市立中央区文化センター 無料


